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≪充実 した生活が送れるように,いがけよう !≫

今学期 もあとわずかとな りま した。いよいま夏体みに

入 ります。皆 さんはすでにいろいろな計画を立てている

ものと思います。特に、 3年 生にとっては、自分の将来

を決ある上で大きな意味 をもつ夏体みとな ります。自分

の進路 を見定め、充実 した生活を送 ってほ しいと思いま

す。また、部活動においては、最後の大会 を理えること

にな ります。夏の大会、 コンクール等に向けて、悔いの

残 らねよう、それぞれの部で具体的で明確な目標 を持ち、

チームー九となって練習に励んでい ることと思います。

うま くいかないこともあるかもしれませんが、そのまま

にせず、なぜそうなったのかをみんなで考え、工夫していってください。そうすれば、失敗で

はなく、成」カヘとつながる練習になィリます。悩むより考えることが大切です。個人競技であっ

ても、互いの技術の向上には、練習の仕方や募囲気作りなど、チーム全員で界 り組々でいく蜂

要があります。納得のできる結果が出るよう、普さんのチームの力に期待 しています。そして、

部活動以外のいろいろな場面でも、ちょっと立ち止まって考えることを鷲がけてください。こ

れまで自分たちがチームの仲間と励んできた取 り紅みの集大成の舞台として、最後までねばり

強 くあきらめることなくそれぞれの大会に臨んでください。 1,2年生は1学期の振 り返りを

しっかりと行い、自分の苦手な教科や内容を少しでも克服する夏体みにしてほしいと思います。

さて、話は変わりますが、人間にとって「糸登験は最民の教師である」といわれるように、経

験から学、Sぐ ことはたくさんあります。 しかし、一生のうちにできる糸登験は限られています。夏

体みは、普段なかなかできないことができる絶好の期間でもありますのでぜひ、色マ44登験、

体験をし、今後の学校生活に活かせるようにしてほしいと思います。

「熱中症対策」を万全に「突然の雨に注意 !」

新型コロナウイルス感染症が 2類 から5類 へ移行 したことから、マスクの着用は個人の判断

に女入ねられています。マスクを着用 していない生徒 もいますが、ほとんどの生徒がマスクを着

用 しています。 しか し、 これからの季節は熱ヤ症の リスクが高 くな り、その対応 を優先 させる

場面が出てきます。暑いと感 じたときなどは、マスクを外 し水分補給するなど自分 自身の主体

的な判断で迫切に対応するように して ください。自分の身体 と

の対話 をとお して、 自分 を守るための主体的な判断力を泰 ?て

ほ しいと思っています。(こ まめに水分補給をすること)そ のほ

かにもまた、 この時期登校時は晴れていても下校時には雨に見

舞われることが多マあ ります。傘やカッパをもって登校 した存

がいいのかどうか、 これは天気予幸Rに 気をつけておき情報 1又 集

をしておけば、主体的な判断が可能です。雨に濡れて体調 を崩

さないように自分の身体 を守るために、ぜひ自分 自身の主体的

判断で対応 して ください。



1年生 キャリア教育「ものづくり体験学習」

6月 30日 (金 )に 1年 生では、キャリア教育の一素 として、滋賀県職業能力開発

協会が実施 されてヽヽる「ものづ くり体験」に参加 し、さまざまな職種のものづ くリマ

イ不ダーの山前授業を諄入講 しました。このプロジェク トは、ものづ くりに焦点 をあて、

その道 を究めた匠の技 を体感 し、指導を文けながら実際に体験するとぃ ぅものです。

ものづ くりを行っている 1年 生の瞥さんの百R差 しは真剣 そのもので したととても資董 !

な体験 をしたのではないで しょうかもこの体験 を参後の進,各選択にも参考に してほ し

いと思います。

青少年主張発表大会
7月 2日 (日 )に、アミカホールにて革津

市青少年の主張発潔大会が開催されま

した。本校から、2年 生の梶井哄生乃さん

が「答え合わせ」と爆して自身の巡いを言

葉にして発表し、見事、優奉賞を史賞しま

した。おめでとうございます。

初発型非行防止教室
7月 6日 (木 )に 1年 生 を対象に初発

型非行防止教 室 を行いま した。革津警察

署生活安全課、少年セ ンダーあす くる革

津、少年補 導女人員の方マに来ていただき

お話 を して もらいま した。万テ|き や 自転

車盗な どは、犯罪の入 口であるとい うこ

とを学びま した。


